
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七
月
十
五
日
（
日
）、
一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏
（
ｓ
三
九

教
大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、
茗
渓
会

神
奈
川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、
横
浜

中
華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
七
月
の
第
一
土
曜
日

開
催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
当
該
日
が
大
安
吉
日
と
い
う

こ
と
で
結
婚
披
露
宴
が
多
く
、
異
例
の

開
催
日
設
定
と
な
り
ま
し
た
。
三
連
休

の
中
日
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
出

足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
通
り

の
参
加
者
人
数
（
総
会
六
四
、
懇
親
会

七
八
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦
氏

ｓ
五
三
教
院
農
）
の
促
し
で
総
会
に
先

立
っ
て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、
昨
年

の
総
会
以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し
た
十
三

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。 

 

〇
総
会
の
様
子 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）

は
開
会
の
辞
の
中
で
、『
写
真
集 

東
京

教
育
大
学
百
年
』（
昭
和
五
五
年
十
月
初 

 

七
月
十
五
日
の
総
会
で
、
こ
れ
ま
で
の

「
茗
渓
会
神
奈
川
支
部
」
か
ら
「
神
奈

川
茗
渓
会
」
に
改
称
す
る
提
案
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
認
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
、
ま
ず
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

さ
て
、
平
成
十
九
年
十
一
月
に
鵜

川
昇
茗
渓
会
理
事
長
が
ご
逝
去
さ

れ
て
か
ら
早
く
も
五
年
が
経
ち
ま
し

た
。
こ
の
間
、
大
学
で
は
、
茗
渓
創
基

百
四
十
年
・
筑
波
大
学
開
学
四
十
年

を
迎
え
、
本
年
四
月
に
は
茗
渓
会
本

部
も
一
般
社
団
法
人
化
さ
れ
変
革

が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
会
員
も
筑
波

大
学
の
卒
業
生
が
過
半
数
を
数
え
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

神
奈
川
県
で
は
、
平
成
二
十
年
七

月
の
支
部
総
会
で
、
前
支
部
長
の
川

田
孝
一
氏
（
現
茗
渓
会
理
事
）
か
ら

私
が
支
部
長
を
引
き
継
ぎ
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
が
、
長
い
間
お
世
話
に
な

っ
て
き
た
桐
蔭
学
園
か
ら
事
務
局
を

現
体
制
に
移
管
し
、
県
内
会
員
の
交

流
を
深
め
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
ず
初
め
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、

支
部
総
会
出
席
者
を
増
や
す
た
め

に
行
っ
た
、
総
会
案
内
発
送
拡
大
の

取 

取
組
み
で
し
た
。 

 

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
突
然
支

部
総
会
案
内
が
郵
送
さ
れ
戸
惑
わ
れ

た
方
も
多
数
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
二

年
間
に
わ
た
っ
て
、
神
奈
川
出
身
及

び
他
県
出
身
で
神
奈
川
在
勤
・在
住 

の
六
七
〇
〇
名
の
う
ち
、
住
所
が
判

明
し
て
い
る
三
六
〇
〇
名
の
卒
業
生

全
員
に
案
内
を
出
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
卒
業
生
か
ら
返
信
が
あ
り
、
初

め
て
案
内
が
届
い
た
会
員
か
ら
は
感

謝
の
言
葉
が
書
き
添
え
ら
れ
た
文
面

も
あ
り
、
事
務
局
の
苦
労
が
報
わ
れ

た
気
が
し
ま
し
た
。
年
一
回
の
総
会
で

顔
を
合
わ
せ
る
の
が
全
体
で
会
う
唯

一
の
機
会
で
も
あ
り
、
初
め
て
の
方
も

年
々
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
方
々
の
ご
出
席
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
度
、
「
茗
渓
か
な
が
わ
」
を
創

刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

神
奈
川
茗
渓
会
の
活
動
を
逐
次
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
様

か
ら
も
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
神
奈
川
の
会
員
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

良
品
計
画
の
経
営
改
革
と
海
外
展
開 

 

講
師 

松
井
忠
三
氏
（
ｓ
四
八
教
大
体
） 

 

本
年
度
の
講
演
は
、
同
窓
の
松
井

忠
三
氏
に
お
願
い
し
た
。
あ
の
“
無
印

良
品
”
を
中
心
と
し
た
専
門
店
事
業

の
運
営
お
よ
び
卸
売
り
を
主
な
事
業

と
し
、
国
内
三
七
五
店
舗
、
海
外
二

十
一
カ
国
一
七
二
店
舗
を
有
す
る
大

企
業
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
体
育
学
部
卒

の
経
営
者
と
い
う
こ
と
で
や
や
異
色

の
感
じ
が
し
た
が
、
話
し
ぶ
り
は
極
め

て
ソ
フ
ト
で
、
説
得
力
の
あ
る
語
り
口

で
あ
っ
た
。 

設
立
以
来
順
風
満
帆
の
経
営
に
も

世
紀
が
改
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
ブ
レ
ー
キ

が
か
か
る
。
松
井
氏
が
社
長
に
就
任

し
、
会
社
の
建
て
直
し
を
進
め
て
い
く

話
に
、
学
校
経
営
者
と
し
て
勇
気
づ

け
ら
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。 

経
営
は
そ
の
変
革
を
求
め
ら
れ
る

中
で
、
大
き
な
進
化
を
遂
げ
て
い
く
。 

無
印
良
品
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

「
こ
れ
が
い
い
」
と
い
う
強
い
嗜
好
性
を

問
う
商
品
作
り
で
は
な
く
、
「
こ
れ
で

い
い
」
と
い
う
理
性
的
な
満
足
感
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
「で
」
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
き
ら

め
や
小
さ
な
不
満
感
を
払
拭
し
て
い

く
こ
と
。
ま
た
、
無
印
良
品
は
シ
ン
プ

ル
で
あ
る
が
、
単
純
で
あ
り
空
白
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
あ
ら
ゆ
る
人
々

の
想
い
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
究
極
の

自
由
性
が
あ
る
と
、
松
井
氏
は
主
張

す
る
。 

 

時
間
の
関
係
で
最
後
に
用
意
さ
れ

て
い
た
経
営
姿
勢
に
係
る
二
十
九
の

社
長
の
言
葉
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
そ
の
一
つ

一
つ
が
重
み
の
感
じ
ら
れ
る
名
言
で

あ
る
。
学
校
経
営
者
の
ひ
と
り
と
し

て
、
ぜ
ひ
伺
い
た
か
っ
た
と
い
う
思
い

も
残
る
印
象
深
い
講
演
で
あ
っ
た
。 

文
責 

大
畑
多
津
雄
（ｓ
五
二
教
大
数
） 

   

 

 

 

 

 

 

 

発行 神奈川茗渓会（旧 茗渓会神奈川支部） 発行者 清水進一 

 

茗渓 
かながわ 

平成 24（2012）年 9 月 

『
茗
渓
か
な
が
わ
』
の
創
刊
に
寄
せ
て 

 
 
 

神
奈
川
茗
渓
会
会
長 

 

清
水
進
一
（
ｓ
四
三
教
大
数
） 

 

 

 ▲『宣揚歌』を高らかに歌う。右

から清水会長、松井氏、川田理事 

 
▲教育大生時代の思い出話から語

り始める松井忠三氏 

 
▲パワーポントを使用して明快に語る講師

の想いが熱い風となって会場を吹き抜けた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川茗渓会会則 

 

第１章 総則 

 第１条（名 称）本会は、神奈川茗渓会と称する。 

 第２条（目 的）本会は、会員相互の親睦をはかり、一般社団法人茗渓会との連絡を保つことを目的とする。 

 

第２章 事業及び組織 

 第３条（事 業）本会は、前条の目的を達成するため、毎年１回総会を開く外、随時、役員会、地区委員会等を開く。 

その他、本会の目的達成に必要な事業を行う。 

 第４条（会 員）本会は、神奈川県に在住する又は勤務する茗渓会員並びに客員をもって組織する。 

 第５条（役 員）本会に、会長１名、副会長若干名、事務局長１名、会計係及び庶務係各若干名、顧問若干名を置く。 

  ２ 会長は本会を代表し、会務を総理する。 

  ３ 副会長は会長を補佐し、会長に事故のあるときは、その代理をする。 

  ４ 事務局長は、会計係、庶務係を統括し、会計、庶務の事務にあたる。 

 第６条（役員の選出及び任期）会長、副会長は、総会において会員より互選する。 

  ２ 事務局長、会計係、及び庶務係は、会長よりそれぞれ指名委嘱する。 

  ３ 顧問は、総会で推薦されたものがこれにあたる。 

  ４ 役員の任期は、2年とする。但し、留任を妨げない。    

  ５ 欠員を生じた時は、役員会で次期総会まで代行者を委嘱することができる。委嘱された役員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

 第７条（地 区）本会の運営を円滑にするために、次の 5地区を設け、各地区に地区委員１名以上を置く。 

     川崎地区（川崎市） 

横浜地区（横浜市）  

横三・鎌湘地区（横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、三浦郡、茅ヶ崎市、藤沢市、高座郡） 

平秦・県西地区（平塚市、小田原市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、南足柄市、秦野市、伊勢原市） 

北相地区（厚木市、海老名市、綾瀬市、大和市、座間市、相模原市、愛甲郡、神奈川県外） 

 

第３章 会計 

 第８条（会 費）会員は、会費として毎会計年度ごとに 1,000 円を負担する。 

 第９条（会計年度）本会の会計年度は、4月 1日に始まり、翌年 3月 31 日に終わる。 

 

第４章 雑則 

 第 10 条（顕  彰）会員にして、国等により表彰された者には、記念品を贈ることができる。 

 第 11 条（事務局）本会は、別に定める場所に事務局を置く。 

第 12 条（細 則）本会会務の執行に関する必要な細則は、役員会の議決を経てこれを別に定める。 

 

附 則 本会則は、平成 20 年度総会の日より施行する。 

附 則 本会則は、平成 24 年度総会の日より施行する。 

懇
親
会 

八
つ
の
円
卓
に
話
の
花
が
咲
く 

「
本
年
も
初
め
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た

方
が
十
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
同
窓

に
呼
び
か
け
、
多
く
の
交
流
を
も
ち
た

い
。
今
回
初
め
て
の
方
も
、
こ
れ
に
懲
り

ず
に
末
永
く
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、

助
け
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」 

懇
親
会
で
の
清
水
会
長
の
ご
挨
拶
の

一
節
で
す
。
従
来
は
教
職
者
の
集
ま
り

と
い
う
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
年
々
、

様
々
な
分
野
の
方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
経
験
と

実
績
、
そ
し
て
多
種
多
様
の
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
く
。
昨
年
の
テ
ー
マ
は
“
絆
”

で
し
た
が
、
茗
渓
の
絆
を
よ
り
太
く
、
強

く
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
▲総会後の懇親会は円卓を囲む大宴会となりました。 

 

茗渓かながわ 2012.9 神奈川茗渓会発行                                         （３） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茗渓かながわ 2012.9 神奈川茗渓会発行                                         （４） 

 ▲広い会場を参加者が互いに肩を組み大きな輪をつくりました。

大石進氏（S56 筑体）のエールが会場に響き渡り、続く掛け声と

ともに『宣揚歌』が 4番まで歌い上げられました。 

茗
渓
会
の
設
立 

近
代
学
校
教
育
の
理
想
を
盛
っ
た

学
制
を
具
体
的
に
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
な
に
よ
り
の
急
務
は
、
そ
の
担
い

手
で
あ
る
教
員
の
養
成
で
あ
っ
た
。 

新
し
い
教
育
理
念
に
副
っ
た
教
員
養

成
機
関
の
必
要
性
を
認
め
た
政
府
は
、

小
学
校
の
教
授
法
を
研
究
し
、
か
つ
そ

の
教
員
を
養
成
す
る
目
的
で
東
京
に

師
範
学
校
を
設
置
し
た
。 

師
範
学
校
か
ら
東
京
師
範
学
校
→

高
等
師
範
学
校
→
東
京
高
等
師
範
学

校
→
東
京
文
理
科
大
学
→
東
京
教
育

大
学
→
筑
波
大
学
の
百
四
十
年
に
お

よ
ぶ
本
校
の
歴
史
の
幕
開
け
で
あ
っ

た
。 茗

渓
会
の
設
立
は
、
本
校
が
創
設
さ

れ
て
十
年
を
経
た
明
治
十
五
年
四
月

神
田
明
神
の
境
内
雪
月
楼
で
同
窓
十

九
人
が
親
睦
会
を
開
い
た
お
り
に
、
本

校
卒
業
生
の
交
流
連
絡
の
機
関
と
し

て
「同
窓
の
文
誼
を
継
続
し
共
に
教
育 

 

 

神
奈
川
茗
渓
会
の
総
会 

来
年 

七
月
六
日
（
土
） 

ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
で 

お
会
い
し
ま
し
ょ
う 

▼今年度の茗渓会神奈川支部総会会

誌の表紙です。字が小さくて読めませ
んが、雰囲気だけでも・・ 

〇
若
手
交
流
会
が
発
足 

総
会
で
若
手
の
交
流
を
深
め
る
会

の
発
足
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
、
以
下

の
よ
う
に
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。  

 

【名
称
】 

神
奈
川
茗
渓
会 

若
手
交
流
会 

【趣
旨
】 

茗
渓
を
同
窓
と
す
る
若
手
の
幅
広

い
交
流
に
よ
り
、
神
奈
川
茗
渓
会
の

活
性
化
の
一
助
と
す
る
。 

【発
起
人
】 

代
表 

乾 

高
章
（
Ｈ
七
筑
一
自
） 

森 

麻
夫
（
Ｈ
十
一
院
教
理
） 

高
橋
一
郎
（
Ｈ
十
一
筑
一
人
） 

【呼
び
か
け
の
対
象
】 

平
成
年
度
の
卒
業
者
・修
了
者 

 第
一
回
の
集
ま
り
は
、
左
記
紹
介

の
通
り
で
す
。
平
成
卒
の
方
々
は
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
近
日
中
に
、
ご
案
内
が
届

く
か
と
思
い
ま
す
。 

日時 11 月 17 日（土） 

   18：00～ 

会場 大陸 

横浜スカイビル 11 階 

 

案 内 

若手交流会の開催 

〇
そ
の
他
の
つ
ど
い 

▼
茗
渓
会
管
理
職
等
懇
親
会 

 
 

十
二
月
一
日
（
土
） 

 
 

ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜 

＊
他
に
多
く
の
つ
ど
い
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
参
加
呼
び
か
け
等
に
本
紙
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
は
事
務
局
ま
で
。 

連
絡
は
事
務
局
居
間
で 

の
進
歩
を
謀
る
」
目
的
で
茗
渓
会
が

設
立
さ
れ
た
。
茗
渓
会
と
は
、
と
も
に

茗
渓
（
お
茶
の
水
の
雅
称
）
の
地
に
蛍

雪
の
功
を
積
ん
だ
の
に
ち
な
ん
で
の
命

名
で
あ
っ
た
。 

当
初
、
茗
渓
会
の
事
業
と
し
て
は
、

教
育
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
図

書
館
の
運
営
、
雑
誌
の
発
行
、
教
育
上

有
益
と
認
め
る
図
書
の
発
行
な
ど
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
同
会
創
設
当

初
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
た
の
は
雑
誌

の
発
行
で
あ
っ
た
。
明
治
十
六
年
一
月

「
東
京
茗
渓
会
雑
誌
」
第
一
号
を
発
刊

し
て
以
来
ほ
ぼ
毎
月
号
を
重
ね
た
。
明

治
三
十
三
年
か
ら
は
雑
名
を
「
教
育
」

と
改
め
、
従
来
非
売
品
で
あ
っ
た
も
の

に
定
価
を
つ
け
て
販
売
す
る
こ
と
に

し
、
会
報
か
ら
教
育
雑
誌
と
し
て
の
性

格
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

な
お
、
事
務
所
は
、
創
設
当
時
小
林

道
清
（
同
窓
）
が
開
い
た
私
立
湯
島
小

学
校
の
中
に
設
け
ら
れ
た
が
、
明
治
十

七
年
本
郷
区
元
町
に
移
転
、
明
治
三

十
八
年
に
は
高
師
構
内
に
移
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
責 

坂
本
紀
典 

（ｓ
五
一
教
大
体
） 

 

 

千
通
余
の
総
会
案
内
に
、
四
八
〇
程

の
返
信
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
頂
戴
し

た
お
葉
書
は
、
出
席
さ
れ
た
方
々
に
回

覧
な
ど
し
て
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

          

掲
載
の
ご
了
解
を
い
た
だ
い
た
も
の

を
数
点
ほ
ど
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

▼
八
二
歳
。
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。
東
京
展

会
員
、
日
本
芸
術
会
会
員
そ
の
他
に
作
品

制
作
、
出
品
し
て
お
り
ま
す
。
盛
会
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

（平
野
哲
男
氏
ｓ
二
八
教
大
芸
術
） 

▼
傘
寿
間
近
の
老
人
の
近
況
を
下
手
な
川

柳
で
、 

〇
も
う
一
軒 

昔
飲
み
屋
で 
今
医
院 

〇
探
し
物 

何
を
捜
す
か 

物
忘
れ 

〇
同
窓
会 

薬
の
数
を 

競
い
合
い 

 

（戸
叶
義
能
氏
ｓ
三
一
教
大
農
林
） 

▼
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
を
始
め
て
三
〇
年
、
何

と
か
元
気
で
走
っ
て
お
り
ま
す
。 

（中
村
紀
子
氏
ｓ
三
七
教
大
体
） 

 

▲葉書はフォルダーに入っています。
20、30、40、５０＆60、平成、それぞれ

の卒業年代に分けられています。 

 



 

七
月
十
五
日
（日
）
、
一
般
社
団
法

人
茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏
（
ｓ

三
九
教
大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、

茗
渓
会
神
奈
川
支
部
総
会
と
懇
親

会
が
、
横
浜
中
華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ

ル
横
浜
』で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
七
月
の
第
一
土
曜

日
開
催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は
、
当
該
日
が
大
安
吉
日

と
い
う
こ
と
で
結
婚
披
露
宴
が
多

く
、
異
例
の
開
催
日
設
定
と
な
り
ま

し
た
。
三
連
休
の
中
日
と
い
う
こ
と

で
、
参
加
者
の
出
足
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
例
年
通
り
の
参
加
者
人
数

（
総
会
六
四
、
懇
親
会
七
八
）
と
な
り

ま
し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦

氏
ｓ
五
三
教
院
農
）
の
促
し
で
総
会
に

先
立
っ
て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、

昨
年
の
総
会
以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し

た
十
三
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
た
。 

〇
開
会
の
辞 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）

は
開
会
の
辞
の
中
で
、
『
写
真
集 

東

京
教
育
大
学
百
年
』
（
昭
和
五
五
年

初
版 

 

七
月
十
五
日
（
日
）、
茗
渓
会
神
奈
川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が 

横
浜
中
華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で
開
催
さ
れ
ま
し
た 

十
月
初
版
発
行
）
に
触
れ
ら
れ
、
茗

渓
会
発
足
の
経
緯
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
（「
め
い
け
い
探
訪
」を
参
照
）。 

 〇
叙
勲 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

開
会
の
辞
に
続
く
挨
拶
の
中
で
、

清
水
進
一
支
部
長
（
ｓ
四
三
教
大
数
）

は
、
左
記
の
三
名
の
方
々
の
叙
勲
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
瑞
宝
双
光
章 

大
竹
辰
夫
氏
（ｓ
二
六
高
師
） 

◆
瑞
宝
小
授
章 

井
上
東
亜
氏
（ｓ
三
八
教
大
日
） 

門
倉
正
二
氏
（ｓ
三
八
教
大
国
） 

 

当
日
、
出
席
さ
れ
て
い
た
門
倉
氏

に
佐
々
木
悦
子
氏
（
ｓ
四
六
教
大
体
）

が
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
記
念
品

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

 

〇
支
部
名
が
変
わ
り
ま
し
た 

茗
渓
会
神
奈
川
支
部
か
ら 

神
奈
川
茗
渓
会
へ 

西
村
宗
一
郎
氏
（
ｓ
五
一
教
大
植
）

議
長
の
下
に
議
事
進
行
し
、
第
一
号

議
案
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告

並
び
に
会
計
報
告
」
の
承
認
後
、
支

部
長
よ
り
第
二
号
議
案
「
支
部
会
則

の
改
定
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
以
下
の
二
点
で
す
。 

①
「
茗
渓
会
神
奈
川
支
部
」
を
「
神
奈

川
茗
渓
会
」に
変
え
る
。 

②
支
部
名
の
変
更
に
よ
り
、
支
部
会

則
の
関
連
部
分
を
改
定
す
る
。 

提
案
趣
旨
は
以
下
の
通
り
。 

こ
の
た
び
の
本
部
の
一
般
社
団
法

人
化
に
伴
い
、
新
し
い
定
款
で
は
「
支

部
」
と
い
う
定
義
は
な
く
、
従
来
の
支

部
は
、
法
的
に
は
任
意
団
体
と
な

り
、
活
動
内
容
も
本
部
と
は
綿
密
な

連
携
を
保
ち
な
が
ら
も
、
自
主
的
な

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。 

そ
こ
で
、
神
奈
川
県
と
し
て
は
、
よ

り
一
層
の
自
主
性
を
表
わ
す
意
味

で
、
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
茗
渓

会
神
奈
川
支
部
」
と
い
う
名
称
を
改

め
て
、
「神
奈
川
茗
渓
会
」に
し
た
い
。 

右
の
よ
う
な
支
部
長
の
意
向
を
一

同
了
解
し
、
二
号
議
案
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

（新
会
則
は
左
面
参
照
） 

 

〇
新
役
員
が 

選
出
さ
れ
ま
し
た 

新
た
な
会
則
を
も
と
に
、
『
神
奈

川
茗
渓
会
』
の
新
役
員
が
選
出
（第
三

号
議
案
）
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
役
員
の

方
を
左
記
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。
（
敬

称
略
） 

◆
会
長 

 

清
水 

進
一 

ｓ
四
三
教
大
数 

◆
副
会
長 

石 

塚 

崇 

ｓ
四
一
教
大
農 

落 

信 

久 

ｓ
四
三
教
大
体 

早
野 

通
哲 

ｓ
四
三
教
大
国 

矢 

島 

博 

ｓ
四
五
教
大
体 

大
島 

恵
子 

ｓ
四
六
教
大
植 

佐
々
木
悦
子 

ｓ
四
六
教
大
体 

細
谷 

俊
一 

ｓ
四
七
教
大
生
化 

出
井 

善
次 

ｓ
四
九
教
大
農 

鈴 

木 

彰 

ｓ
四
九
教
大
地 

本
木 

幹
雄 

ｓ
五
十
教
大
健 

西
村
宗
一
郎 

ｓ
五
一
教
大
植 

矢
野 

正
人 

ｓ
五
三
教
院
農 

他
に
、
顧
問
二
十
二
、
事
務
局

十
、 

五
地
区
の
地
区
委
員
十
名
、 

 

ご逝去の連絡を頂戴した方々 

＊昨年度総会以降 

森 山 允 氏（s18 理二） 

飯田 宣雄 氏（s22 農教） 

大澤 清克 氏（s25 農教土木） 

原口敬 明 氏（s25 理二） 

米倉雄二郎 氏（ss28 教大哲） 

井上 恭二 氏（s29 教大動物） 

安井 祥夫 氏（s31 教大研） 

宮永 直幸 氏（s33 教大総農） 

渡辺 新一 氏（s35 教第林） 

長 友 正 氏（s37 教院教） 

望月 享子 氏（s39 教大西史） 

川田 茂光 氏（s41 教大研） 

謹んで 

ご冥福をお祈り申し上げます 

副
会
長
兼
務
者
を
除
き
、
四
十
七
名

の
方
々
が
役
員
、
事
務
局
を
構
成
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

▲叙勲受章はみなさんのお
かげと語る門倉氏 

 

▲総会に先立って 10 時から役員会（3 階『ロータス』が開かれました。役員、
総合司会、事務局を併せて 20 名によう打合せが行われました。会の席上、支部
長より、今年度の一般社団法人茗渓会定時総会で就任した西塚祐一氏（s55 筑体）

が紹介されました。 

茗渓かながわ 2012.9 神奈川茗渓会発行                                         （２） 


